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第１章　調査の概要第１章　調査の概要第１章　調査の概要第１章　調査の概要

1111 調査目的調査目的調査目的調査目的

2222 調査方法調査方法調査方法調査方法

3333 調査期間調査期間調査期間調査期間

4444 調査対象調査対象調査対象調査対象

5555 回答者の属性回答者の属性回答者の属性回答者の属性

[前半] 　性別　　男性 46名　　　　　女性 80名

　年齢　　20歳代     9名(男性： 1名  女性： 8名)

　消費生活eモニター：163名　回答者：126名

　今後の県の消費生活行政の参考とするため、消費者問題の中で特に製品事故につ

いて県民の意識を調査しました。また、消費生活eモニターに関する意見をうかが

いました。

　ホームページ上でのアンケート調査（全22問）

　平成25年10月16日(水)から10月31日(木)まで
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　年齢　　20歳代     9名(男性： 1名  女性： 8名)

　　　　　30歳代    26名(男性： 5名　女性：21名）

　　　　　40歳代    36名(男性：11名　女性：25名）

　　　　　50歳代    18名(男性： 6名　女性：12名）

　　　　　60歳代    26名(男性：16名　女性：10名）

　　　　　70歳以上  11名(男性： 7名　女性： 4名）
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第2章　調査結果第2章　調査結果第2章　調査結果第2章　調査結果

1111 製品事故・リコールについて製品事故・リコールについて製品事故・リコールについて製品事故・リコールについて

Q1Q1Q1Q1

Q2Q2Q2Q2

・複数回答のある設問では、比率の合計が100を超える場合があります。

「リコール」を知っているかたずねたところ、「知っている」が9割を超えました。

※リコール：製品による事故が発生した場合、または発生する可能性が判明した場

合に、製造・輸入事業者がそのことを公表し、製品の回収・無償点検・改修等を行う

こと

普段、製品事故やリコールに関する情報について、気にしているかたずねたところ、

「気にしている」が約6割となり、製品事故等に対する意識の高さが見受けられまし

知っている 97.6%

知らなかった

2.4%

Q1Q1Q1Q1 「リコール」を知っているか「リコール」を知っているか「リコール」を知っているか「リコール」を知っているか

3

「気にしている」が約6割となり、製品事故等に対する意識の高さが見受けられまし

た。

気にしている

58.7%

どちらともいえな

い 34.9%

気にしていない

6.4%

Q2 Q2 Q2 Q2 普段、製品事故やリコールの情報を気にしているか普段、製品事故やリコールの情報を気にしているか普段、製品事故やリコールの情報を気にしているか普段、製品事故やリコールの情報を気にしているか
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Q3Q3Q3Q3

Q4Q4Q4Q4

製品事故やリコールに関する情報を、どこから得ているかたずねたところ、「新聞の

社告（回収のお知らせ）」と「テレビ・ラジオのＣＭ、ニュース」が7割を超えて多く、次

いで「インターネット上のニュース」が約5割でした。「行政機関のホームページ」は1

割台と、活用している方は少数でした。

リコール情報を扱った次のサイトを知っているかたずねたところ、「どのサイトも知ら

ない」が6割台で最も多くなりました。

77.0%

77.0%
51.6%

16.7%

16.7%

15.9%

13.5%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

新聞の社告（回収のお知らせ）

テレビ・ラジオのＣＭ、ニュース

インターネット上のニュース

折込チラシ

事業者のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞまたはﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ

友人・知人からの情報提供

行政機関のホームページ

どれも見ていない

その他

Q3 製品事故やリコールに関する情報を、どこから得ているか製品事故やリコールに関する情報を、どこから得ているか製品事故やリコールに関する情報を、どこから得ているか製品事故やリコールに関する情報を、どこから得ているか

（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）

商品テスト・回収情報 回収・無償修理等

Q4 知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）
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27.8%

20.6%

7.9%

4.0%

65.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

商品テスト・回収情報 回収・無償修理等

の情報（国民生活センター）

リコール情報サイト（消費者庁）

製品安全・事故情報 社告・ﾘｺｰﾙ(独立行

政法人 製品評価技術基盤機構(NITE))

製品安全ガイド リコール情報

（経済産業省）

どのサイトも知らない

その他

Q4 知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）知っているリコール情報を扱ったサイト（複数回答可）
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Q5Q5Q5Q5 消費者庁が実施している「リコール情報メールサービス」（リコールの情報を直接

メールでお届けするサービス）を知っているかたずねたところ、「知っている」は1割

未満で、登録している方はいませんでした。

知っている 9.5%

知らない 90.5%

Q5 Q5 Q5 Q5 消費者庁「リコール情報メールサービス」消費者庁「リコール情報メールサービス」消費者庁「リコール情報メールサービス」消費者庁「リコール情報メールサービス」

を知っているかを知っているかを知っているかを知っているか

登録している 0.0%

Q6 Q6 Q6 Q6 消費者庁「リコール情報メールサービス」消費者庁「リコール情報メールサービス」消費者庁「リコール情報メールサービス」消費者庁「リコール情報メールサービス」

に登録しているかに登録しているかに登録しているかに登録しているか

5

登録していない

100%
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Q7Q7Q7Q7

Q8Q8Q8Q8

ご自身またはご家庭で持っている製品がリコール製品の疑いがあった場合、製品番

号等を見てリコール製品かどうか確認しているかたずねたところ、「確認している」と

「リコールの内容によっては確認している」を合わせると、8割を超えました。

ご自身またはご家庭で持っている製品がリコールの対象になったことがあるかたず

ねたところ、「ある」は3割台でした。

確認

している 51.6%

リコールの内容に

よっては確認して

いる 34.9%

確認していない

13.5%

Q7Q7Q7Q7 持っている製品がリコール製品の疑いがある場合、持っている製品がリコール製品の疑いがある場合、持っている製品がリコール製品の疑いがある場合、持っている製品がリコール製品の疑いがある場合、

製品番号等を見て確認しているか製品番号等を見て確認しているか製品番号等を見て確認しているか製品番号等を見て確認しているか

Q8Q8Q8Q8 持っている製品がリコールの対象になったことがあるか持っている製品がリコールの対象になったことがあるか持っている製品がリコールの対象になったことがあるか持っている製品がリコールの対象になったことがあるか
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ある 35.7%

ない 60.3%

分からない 4.0%

Q8Q8Q8Q8 持っている製品がリコールの対象になったことがあるか持っている製品がリコールの対象になったことがあるか持っている製品がリコールの対象になったことがあるか持っている製品がリコールの対象になったことがあるか
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Q9Q9Q9Q9 リコールの対象になった製品は、「車両・乗り物（自動車、自転車、ベビーカーな

ど）」が6割で最も多く、次いで「食料品」「燃焼器具以外の家電製品」が2割台と続き

ました。

[Q9～10はQ8で持っている製品がリコールの対象になったことが「ある」と回答した[Q9～10はQ8で持っている製品がリコールの対象になったことが「ある」と回答した[Q9～10はQ8で持っている製品がリコールの対象になったことが「ある」と回答した[Q9～10はQ8で持っている製品がリコールの対象になったことが「ある」と回答した

45名におたずねしました。]45名におたずねしました。]45名におたずねしました。]45名におたずねしました。]

60.0%

26.7%

26.7%

6.7%

6.7%

4.4%

2.2%

0.0%

0.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

車両・乗り物（自動車、自転車、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰなど）

食料品

燃焼器具以外の家電製品

燃焼器具（石油ストーブ、湯沸かし器など）

住居品（家具、調理器具など）

保健衛生品（薬、化粧品など）

文具・娯楽用品（文具、玩具など）

被服品（衣服、靴など）

建物・設備（扉、手すりなど）

その他

Q9 リコールとなった製品（複数回答可）リコールとなった製品（複数回答可）リコールとなった製品（複数回答可）リコールとなった製品（複数回答可）
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Q10Q10Q10Q10

返品や修理をした
41

使い続けた
0

廃棄した
0

放置した
0

使い続けた 3

廃棄した 1

放置した 0

その他 0

回収の対象になった製品について、どのように対応したかたずねたところ、ほとんど

の方が「業者に連絡し、返品や修理をした」と回答しました。一方、「業者に連絡せ

ず、使い続けた」という回答も少数ですがありました。

Q10 回収になった製品に対する対応Q10 回収になった製品に対する対応Q10 回収になった製品に対する対応Q10 回収になった製品に対する対応

業者に連絡した 41

業者に連絡しな

かった

4
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Q11Q11Q11Q11 リコール製品に限らず、長年使用して経年劣化した電気製品等の事故の事例も多

く見られます。次のことを意識して製品を使用しているかたずねたところ、「製品に異

常を感じたら、一度使用をやめている」が6割を超えました。一方、「特に意識してい

ない」が約2割となり、経年劣化した製品の危険性を意識せず使用している方が少

なからず見受けられました。

60.3%

24.6%

15.9%

22.2%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

製品に異常を感じたら、

一度使用をやめている

標準使用年数など

製品表示を確認している

経年劣化の可能性のある製品は

定期的に点検している

特に意識していない

その他

Q11 経年劣化した製品の事故について意識していること経年劣化した製品の事故について意識していること経年劣化した製品の事故について意識していること経年劣化した製品の事故について意識していること

（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）
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Q12Q12Q12Q12 ご自身またはご家庭で持っている製品の欠陥等によって、健康被害や物の破損な

どの製品事故に遭ったことがあるかたずねたところ、「ある」は1割未満でした。

ある 6.3%

ない 93.7%

Q12Q12Q12Q12 製品の欠陥等により、製品事故に遭ったことがあるか製品の欠陥等により、製品事故に遭ったことがあるか製品の欠陥等により、製品事故に遭ったことがあるか製品の欠陥等により、製品事故に遭ったことがあるか
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Q13,Q13,Q13,Q13,

14,1514,1514,1514,15

製品(Q13)

扇風機

扇風機（充電式）

洗濯機

炊飯器

ヒーター

携帯音楽プレイヤー

ライト

缶詰

Q16Q16Q16Q16

　　　　　【製品事故の情報の発信について】

・特に火災に関わる製品事故などは、迅速に情報が届くようにしてほしい

・どのような場合に事故が発生するのかなど、具体的なケースの紹介をしてほしい

・アンケートでリコール情報サイトやメールサービスを知ったので、活用していきたい

・製品事故情報のサイトがあることを積極的に広報してほしい

古い缶詰の上蓋で怪我をした 事業者に連絡せず、使い続け

た

製品事故について、日ごろ感じていることをたずねたところ、以下のとおりでした。

コンセントがすぐに熱くなり、電源を

入れてもすぐに切れた

事業者に連絡し、返品や修理

をした

音楽が流れなかった 事業者に連絡し、返品や修理

をした

ボタン電池を取り出した際に、暴発し

た

事業者に連絡せず、廃棄した

電気回路が焼けた 事業者に連絡し、返品や修理

をした

洗濯物が巻き込まれた 事業者に連絡し、返品や修理

をした（交換対応）

蓋を洗うたびに蓋の中に水が溜まった 事業者に連絡し、返品や修理

をした

異臭がした 事業者に連絡せず、廃棄した

Q12で「ある」と回答した方に、製品事故となった製品と、その内容・対応についてた

ずねたところ、以下のとおりでした。事故が起きた製品のほとんどが家電製品で、8

名中5名は事業者に連絡し返品や修理をしましたが、3名は事業者に連絡せず廃棄

または使い続けたと回答しています。

内容(Q14) 対応(Q15)
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・製品事故情報のサイトがあることを積極的に広報してほしい

　　　　　【行政による規制について】

・リコールを行わない事業者に対して罰則を強化するべき

・製品についている表示を詳しくさせるなど規制してほしい

　　　　　【事業者の対応について】

・発売前の検査、確認をしっかり行ってほしい

・事故の疑いがある場合は、早く情報を公開してほしい

・対処がしっかりしている事業者は信用できる

　　　　　【消費者の意識について】

・製品の安全について消費者自身が常に意識するべき

・製品がまだ使えるかは、人の目で見て判断することが必要

　　　　　【その他】

・行政、事業者、報道関係が連携して事故の防止対策を行うことが重要
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2222 消費生活eモニターについて消費生活eモニターについて消費生活eモニターについて消費生活eモニターについて

Q17Q17Q17Q17

Q18Q18Q18Q18

消費生活eモニターをどのように知ったかたずねたところ、「県のたより」が6割を超え

て最も多くなりました。

消費生活eモニターに応募した理由をたずねたところ、「消費生活行政全般につい

て関心があったため」が8割を超えました。

64.3%

15.9%

6.3%

5.5%

4.0%

0.8%

0.8%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

県のたより

県ホームページ

かながわ くらしのジャーナル

案内ﾁﾗｼが施設等に置いて

あるのを手に取って

知人からの紹介

案内チラシを配られて

かながわ 消費生活注意・警戒情報

その他

Q17 消費生活消費生活消費生活消費生活eモニターをどのように知ったかモニターをどのように知ったかモニターをどのように知ったかモニターをどのように知ったか
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て関心があったため」が8割を超えました。

※その他では「県民として何か貢献したい」などが挙げられた。

83.3%

38.1%

35.7%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

消費生活行政全般について

関心があったため

悪質商法への対処法など

知識を得たかったため

消費生活に関する情報提供・

各種行事の案内がほしかったため

その他

Q18 eモニターに応募した理由（複数回答可）モニターに応募した理由（複数回答可）モニターに応募した理由（複数回答可）モニターに応募した理由（複数回答可）
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Q19Q19Q19Q19

Q20Q20Q20Q20

消費生活のどのような点に興味があるかたずねたところ、「食の安全・安心」が8割を

超えて最も多くなりました。次いで、「悪質商法への対処法」「商品テスト、製品事

故」が約6割で続いています。

現在、希望されているモニターの方には、消費生活関連の各種イベントのご案内を

送っていますが、他に送ってほしい情報があるかたずねたところ、Q19と同様に、

「食の安全・安心」が5割を超えて最も多く、多くの方が食の安全・安心について強

い関心を持っていることが見受けられました。

81.0%

63.5%

59.5%

50.0%

40.5%

19.8%

17.5%

17.5%

8.7%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

食の安全・安心

悪質商法への対処法

商品テスト、製品事故

消費生活相談の相談内容

講座・講演会などの催し

事業者処分

消費者団体の活動

リーフレット、広報誌などの刊行物

多重債務者問題

その他

Q19 消費生活のどのような点に興味があるか（複数回答可）消費生活のどのような点に興味があるか（複数回答可）消費生活のどのような点に興味があるか（複数回答可）消費生活のどのような点に興味があるか（複数回答可）

Q20 eモニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答モニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答モニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答モニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答

可）可）可）可）
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54.0%

43.7%

36.5%

30.2%

27.0%

17.5%

15.1%

5.6%

20.6%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

食の安全・安心

商品テスト、製品事故

悪質商法への対処法

消費生活相談の相談内容

リーフレット、広報誌などの刊行物

消費者団体の活動

事業者処分

多重債務者問題

特にない

その他

Q20 eモニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答モニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答モニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答モニターでどのような情報を送ってほしいか（複数回答

可）可）可）可）
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Q21Q21Q21Q21

Q22Q22Q22Q22

　　　　　【更に情報提供してほしい】

・生活に役立つ情報を提供してほしい

eモニターの他に、消費生活関連の活動をしているかたずねたところ、「特にしてい

ない」が5割を超えて最も多くなりました。次いで、「リーフレット・広報誌などを読んで

いる」が3割台、「講座・講演会などに参加している」が2割台と続きました。

eモニターの実施について、意見を求めたところ、以下のとおりでした。

32.5%

21.4%

6.3%

2.4%

2.4%

1.6%

53.2%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

リーフレット・広報誌などを読んでいる

講座・講演会などに参加している

他自治体のモニターに参加している

他自治体の普及啓発活動に協力している

消費者団体に所属している

他自治体の消費生活関連

の活動に協力している

特にしていない

その他

Q21 eモニターの他にしている消費生活関連の活動モニターの他にしている消費生活関連の活動モニターの他にしている消費生活関連の活動モニターの他にしている消費生活関連の活動

（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）（複数回答可）
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・生活に役立つ情報を提供してほしい

・食の安全に関する情報や製品事故、リコールなどの情報がほしい

　　　　　【モニターで学習・情報交換したい】

・モニターが参加できるようなイベント（工場見学など）があるとよい

・モニター終了後、メーリングリスト等で情報交換できる環境があるとよい

・モニターからの要望、意見を随時受け付ける窓口を設けてはどうか

　　　　　【モニターの実施方法について】

・もっと回数を増やしてもよい

・不定期にアンケートがくるので忘れてしまうことがある

　　　　　【モニター全般について】

・モニターだけでなくイベントの情報も送られてくるので、有意義

・今まで学べなかった消費生活について勉強していきたい

　　　　　【その他】

・相談窓口がもっと身近にあると助かる

・アンケートをきっかけに、製品の危険性や考えたりリコール情報サイトなどを見る

きっかけになり、勉強になる
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